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1. 目的 

本要領は、JRR-3原子炉施設の使用前検査（核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制

に関する法律第 28条）のうち事業者が性能の技術上の基準（試験研究の用に供する原子

炉等の性能に係る技術基準に関する規則)に適合していることについて行う検査（以下

「事業者検査」という）を円滑に遂行することを目的とする。 

 

2. 検査項目 

2.1 外観検査（性能の技術基準のうち機能の確認等（第 5条）、試験研究用等原子炉施設へ

の人の不法な侵入等の防止（第 10条）に関連する検査） 

2.2 作動検査 

2.2.1 インターロック検査（性能の技術基準のうち機能の確認等（第 5条）、反応度制御

系統及び原子炉停止系統（第 31条第 1項第 1号、第 2号）に関連する検査） 

2.2.2 リバース検査（性能の技術基準のうち機能の確認等（第 5条）、反応度制御系統及

び原子炉停止系統（第 31条第 1項第 1号、第 2号）に関連する検査） 

2.2.3 最大速度駆動検査（性能の技術基準のうち機能の確認等（第 5条）、反応度制御系

統及び原子炉停止系統（第 31条第 1項第 1号、第 2号）に関連する検査） 

 

3. 検査場所 

JRR-3原子炉施設 

 

4. 検査範囲 

検査対象設備及び範囲 

計測制御系統施設のうち 

計装のうち 

反応度制御盤の一部更新 

 

5. 検査の方法及び判定基準 

5.1 外観検査 

反応度制御盤の部品（自動制御ユニット、リレーユニット）に機能上有害な傷、割れ

及び変形がないことを確認する。 

（1） 検査前確認事項 

検査前条件確認シート（添付資料）により、検査が可能な状態であることを確

認する。 

（2） 検査手順 

検査手順確認シート（添付資料）により、検査を実施する。 
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（3） 判定基準 

反応度制御盤の部品（自動制御ユニット、リレーユニット）に機能上有害な傷、

割れ及び変形がないこと。 

5.2 作動検査 

5.2.1 インターロック検査 

インターロック回路の作動条件（実信号、または相当する模擬信号）を入力し

て、確実に作動することを原子炉制御操作卓等の表示で確認する。 

(1) 検査前条件 

検査前条件確認シート（添付資料）により、検査が可能な状態であること

を確認する。 

(2) 検査手順 

         検査手順確認シート（添付資料）により、検査を実施する。 

(3) 判定基準 

         作動条件を与えたときに、確実に作動すること。 

5.2.2 リバース検査 

リバース回路の作動条件（実信号、または相当する模擬信号）を入力して、全

制御棒が挿入駆動されるリバース作動を確認する。 

(1) 検査前条件 

検査前条件確認シート（添付資料）により、検査が可能な状態であること

を確認する。 

(2) 検査手順 

検査手順確認シート（添付資料）により、検査を実施する。 

(3) 判定基準 

作動条件を与えたときに、確実に作動すること。 

5.2.3 最大速度駆動検査 

模擬信号を用いて、出力偏差を発生させ、制御棒が通常挿入、

引抜き最大速度（30cm/min）以下で駆動することを確認する。 

(1) 検査前条件 

検査前条件確認シート（添付資料）により、検査が可能な状態であること

を確認する。 

(2) 検査手順 

検査手順確認シート（添付資料）により、検査を実施する。 

(3) 判定基準 

制御棒が通常挿入、引抜き最大速度（30cm/min）以下で駆動すること。 
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6. 異常時の措置 

機器の異常により検査を継続できないときは、当該検査を中止するとともに JRR-3管理

課長に通報連絡する。また、JRR-3本体施設運転手引第６章異常時の措置に従い措置する。 

 

7. 添付資料 

添付資料 反応度制御盤の一部更新 事業者検査記録様式 



 

 

1 

 

添付資料 

 

 

反応度制御盤の一部更新 

事業者検査記録様式 
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別紙－１ 

 

 検 査 記 録  

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構原子力科学研究所の 

               原子力施設（JRR-3原子炉施設） 

検 査 対 象 
試験研究用等原子炉施設の計測制御系統施設のうち、計装

のうち、反応度制御盤の一部更新 

検 査 場 所 JRR-3原子炉施設 

検 査 項 目 検 査 年 月 日 結 果 備 考 

外 観 検 査 令和  年  月  日   

作

動

検

査

 

インターロック検査 令和  年  月  日   

リ バ ー ス 検 査 令和  年  月  日   

最大速度駆動検査 令和  年  月  日   

判 定  

検 査 実 施 者  

検 査 責 任 者  

備   考  
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別紙－２ 

検査成績書一覧 

 

検査対象 検査項目 記録 

反応度制御盤

の一部更新 

外観検査 別紙－３ ～ ５ 

作
動
検
査 

インターロック検査 別紙－６ ～ ５４ 

リバース検査 別紙－５５ ～ ６７ 

最大速度駆動検査 別紙－６８ ～ ７２ 
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別紙－３ 

検査項目：外観検査 

検査前条件確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査前条件確認者 

 

 

 

 

No. 項    目 確認方法 確 認 

１ 必要な図面等が準備されていることを確認する。 設工認等  
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別紙－４ 

検査項目：外観検査 

検査手順確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査手順確認者 

 

 

 

 

検査手順 検査方法 確認 

反応度制御盤の部品（自動制御

ユニット、リレーユニット）の外

観を確認する。 

反応度制御盤の部品（自動制御ユニット、リレ

ーユニット）を目視にて、機能上有害な傷、割

れ及び変形がないことを確認する。 
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別紙－５ 

検査項目：外観検査 

検査成績書 
 

検査年月日 令和  年  月  日 

検査場所 JRR-3原子炉施設 

検査実施者  検査責任者  

 
１．検査対象 

（１）施設区分  計測制御系統施設 

（２）系統設備  計装 

（３）対象機器  反応度制御盤 

自動制御ユニット  ２台（Ａ系、Ｂ系) 

リレーユニット   ３台（１、２、３） 

 

２．検査方法 

反応度制御盤の部品（自動制御ユニット、リレーユニット）を目視にて、機能上有害な傷、

割れ及び変形がないことを確認する。 

 

３．判定基準 

反応度制御盤の部品（自動制御ユニット、リレーユニット）に機能上有害な傷、割れ及

び変形がないこと。 

 

４．検査結果 

検査結果は、「検査記録」による。 

 

５．判定 
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検査項目：外観検査 

検査記録 
施設区分 計測制御系統施設 検査年月日 令和  年  月  日 

検査対象機器 

反応度制御盤 

自動制御ユニット ２台 

（Ａ系、Ｂ系） 

リレーユニット ３台 

（１、２、３） 

検査実施者 
 

検査責任者 

 

１．記録 

     対象機器 

検査項目 

自動制御ユニット リレーユニット 

Ａ系 Ｂ系 １ ２ ３ 

有害な傷がないこと      

有害な割れがないこと      

有害な変形がないこと      

 

２．判定基準 

反応度制御盤の部品（自動制御ユニット、リレーユニット）に機能上有害な傷、割れ及

び変形がないこと。 

備 考 
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別紙－６ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

起動系テスト状態 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・増幅器／ディスクリミネータＡ系 

・増幅器／ディスクリミネータＢ系 

 

 

     

     

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－７ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

起動系テスト状態 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

７ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

８ 運転モード「低設定」を選択する。  

９ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１０ 増幅器／ディスクリミネータＡ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１１ 起動系Ａ系がテスト状態であることを、原子炉制御操作卓で確認する。 
 

 

１２ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１３ 増幅器／ディスクリミネータＡ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１４ 増幅器／ディスクリミネータＢ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１５ 起動系Ｂ系がテスト状態であることを、原子炉制御操作卓で確認する。  

 

検査手順確認者 
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No. 手順 確認 

１６ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１７ 増幅器／ディスクリミネータＢ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１８ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    
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別紙－８ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

線形出力系テスト状態 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・線形出力計線形増幅器Ａ系 

・線形出力計線形増幅器Ｂ系 

 

 

     

     

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 

 

 



 

 

12 

別紙－９ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

線形出力系テスト状態 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

７ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

８ 運転モード「低設定」を選択する。  

９ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１０ 線形出力計線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１１ 
線形出力系Ａ系がテスト状態であることを、原子炉制御操作卓で確認

する。 

 

 

１２ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１３ 線形出力計線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１４ 線形出力計線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１５ 
線形出力系Ｂ系がテスト状態であることを、原子炉制御操作卓で確認

する。 

 

検査手順確認者 

 

 



 

 

13 

No. 手順 確認 

１６ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１７ 線形出力計線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１８ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    
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別紙－１０ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

対数出力炉周期系テスト状態 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・対数出力炉周期計Ａ系 

・対数出力炉周期計Ｂ系 

 

 

     

     

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

検査前条件確認者 
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別紙－１１ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

対数出力炉周期系テスト状態 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

７ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

８ 運転モード「低設定」を選択する。  

９ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１０ 対数出力炉周期計Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１１ 
対数出力炉周期系Ａ系がテスト状態であることを、原子炉制御操作卓

で確認する。 

 

 

１３ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１４ 対数出力炉周期計Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１５ 対数出力炉周期計Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１６ 
対数出力炉周期系Ｂ系がテスト状態であることを、原子炉制御操作卓

で確認する。 

 

検査手順確認者 
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No. 手順 確認 

１７ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１８ 対数出力炉周期計Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１９ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    
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別紙－１２ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

安全系テスト状態 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・安全計線形増幅器Ａ系 

・安全計線形増幅器Ｂ系 

 

 

     

     

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

 

検査前条件確認者 
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別紙－１３ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

安全系テスト状態 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

７ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

８ 運転モード「低設定」を選択する。  

９ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１０ 安全計線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１１ 安全系Ａ系がテスト状態であることを、原子炉制御操作卓で確認する。 
 

 

１２ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１３ 安全計線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１４ 安全計線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１５ 安全系Ｂ系がテスト状態であることを、原子炉制御操作卓で確認する。  

検査手順確認者 
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No. 手順 確認 

１６ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１７ 安全計線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１８ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    
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別紙－１４ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

起動系計数率３ｃｐｓ以下 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・起動計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－１５ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

起動系計数率３ｃｐｓ以下 

No. 手順 確認 

１ 
増幅器／ディスクリミネータＡ系の信号コネクタから起動系信号ケー

ブルＡ系を取り外す。 
 

２ 
起動系テスト用ケーブルをテストパルス出力から増幅器／ディスクリ

ミネータＡ系の信号コネクタに接続する。 
 

３ 起動計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替える。  

４ 
起動計テスト信号発生器より、対数計数率計／ペリオド計Ａ系の計数

率が３ｓ-1以上になるよう模擬信号を加える。 

 

５ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

６ 運転モード「低設定」を選択する。  

７ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

８ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

９ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１０ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

１１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

１２ 運転モード「低設定」を選択する。  

１３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１４ 
起動計テスト信号発生器より、対数計数率計／ペリオド計Ａ系の計数

率が３ｓ-1 以下になるよう模擬信号を加える。 

 

（  ） 

１５ 
対数計数率計／ペリオド計Ａ系に「３ｓ-1 以下」のランプが点灯する

ことを確認する。 

 

検査手順確認者 
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No. 手順 確認 

１６ 
対数計数率計／ペリオド計Ａ系の計数率が３ｓ-1以下であることを、

原子炉制御操作卓線形計数率計で確認する。 

 

１７ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励

磁操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操

作卓の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１８ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

１９ 
起動計テスト信号発生器を０ｓ-1に戻し「Ａ系」→「Ｂ系」に切り替え

る。 

 

２０ 
増幅器／ディスクリミネータＡ系の信号コネクタから起動系テスト用

ケーブルを取り外し、テストパルス出力に接続する。 

 

２１ 
増幅器／ディスクリミネータＡ系の起動系信号ケーブルＡ系を信号コ

ネクタに接続する。 

 

２２ 
増幅器／ディスクリミネータＢ系の信号コネクタから起動系信号ケー

ブルＢ系を取り外す。 

 

２３ 
起動系テスト用ケーブルをテストパルス出力から増幅器／ディスクリ

ミネータＢ系の信号コネクタに接続する。 

 

２４ 
起動計テスト信号発生器より、対数計数率計／ペリオド計Ｂ系の計数

率が３ｓ-1以上になるよう模擬信号を加える。 

 

２５ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２６ 運転モード「低設定」を選択する。  

２７ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

２８ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

２９ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

３０ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

３１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

３２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

３４ 
起動計テスト信号発生器より、対数計数率計／ペリオド計Ｂ系の計数

率が３ｓ-1以下になるよう模擬信号を加える。 

 

（  ） 

３５ 
対数計数率計／ペリオド計Ｂ系に「３ｓ-1 以下」のランプが点灯する

ことを確認する。 

 

３６ 
対数計数率計／ペリオド計Ｂ系の計数率が３ｓ-1 以下であることを、

原子炉制御操作卓線形計数率計で確認する。 
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No. 手順 確認 

３７ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励

磁操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操

作卓の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

３８ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

３９ 起動計テスト信号発生器を０ｓ-1に戻し「Ｂ系」→「切」に切り替える。  

４０ 
増幅器／ディスクリミネータＢ系の信号コネクタから起動系テスト用

ケーブルを取り外し、テストパルス出力に接続する。 

 

４１ 
増幅器／ディスクリミネータＢ系の起動系信号ケーブルＢ系を信号コ

ネクタに接続する。 

 

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    
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別紙－１６ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路  

制御棒６本のうちいずれかが着座状態にない 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－１７ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路  

制御棒６本のうちいずれかが着座状態にない 

検査手順確認者 

 

 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

７ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

８ 運転モード「低設定」を選択する。  

９ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１０ 
ＣＲＤＭ計装制御盤Ｓａ－１着座信号の端子（ＸＧ６－２）を開放し、着

座信号を断とする。 

 

１２ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁操

作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓の励

磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１３ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

１４ ＣＲＤＭ計装制御盤Ｓａ－１着座信号の端子（ＸＧ６－２）を復旧する。  

１５ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

１６ 運転モード「低設定」を選択する。  
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No. 手順 確認 

１７ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１８ 
ＣＲＤＭ計装制御盤Ｓａ－２着座信号の端子（ＸＧ６－４）を開放し、着

座信号を断とする。 

 

１９ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁操

作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓の励

磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

２０ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

２１ ＣＲＤＭ計装制御盤Ｓａ－２着座信号の端子（ＸＧ６－４）を復旧する。  

２２ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２３ 運転モード「低設定」を選択する。  

２４ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

２５ 
ＣＲＤＭ計装制御盤Ｓ－１着座信号の端子（ＸＧ６－６）を開放し、着座

信号を断とする。 

 

２６ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁操

作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓の励

磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

２７ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

２８ ＣＲＤＭ計装制御盤Ｓ－１着座信号の端子（ＸＧ６－６）を復旧する。  

２９ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

３０ 運転モード「低設定」を選択する。  

３１ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

３２ 
ＣＲＤＭ計装制御盤Ｓ－２着座信号の端子（ＸＧ６－８）を開放し、着座

信号を断とする。 

 

３３ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁操

作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓の励

磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

３４ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

３５ ＣＲＤＭ計装制御盤Ｓ－２着座信号の端子（ＸＧ６－８）を復旧する。  

３６ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

３７ 運転モード「低設定」を選択する。  

３８ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  
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検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

No. 手順 確認 

３９ 
ＣＲＤＭ計装制御盤Ｒ－１着座信号の端子（ＸＧ６－１０）を開放し、着

座信号を断とする。 

 

４０ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁操

作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓の励

磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

４１ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

４２ ＣＲＤＭ計装制御盤Ｒ－１着座信号の端子（ＸＧ６－１０）を復旧する。  

４３ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

４４ 運転モード「低設定」を選択する。  

４５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４６ 
ＣＲＤＭ計装制御盤Ｒ－２着座信号の端子（ＸＧ６－１２）を開放し、着

座信号を断とする。 

 

４７ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁操

作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓の励

磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

４８ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

４９ ＣＲＤＭ計装制御盤Ｒ－２着座信号の端子（ＸＧ６－１２）を復旧する。  
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別紙－１８ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

炉下室扉開 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－１９ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

炉下室扉開 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

７ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

８ 運転モード「低設定」を選択する。  

９ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１０ 現場にて炉下室扉を開にする。  

１１ 炉下室扉が開状態であることを、原子炉制御操作卓で確認する。 
 

１２ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１３ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

１４ 現場にて炉下室扉を閉にする。  

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

検査手順確認者 
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別紙－２０ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

上部遮蔽体開 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－２１ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

上部遮蔽体開  

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

７ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

８ 運転モード「低設定」を選択する。  

９ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１０ 現場にて上部遮蔽体を開にする。  

１１ 上部遮蔽体が開状態であることを、原子炉制御操作卓で確認する。 
 

１２ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１３ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

１４ 現場にて上部遮蔽体を閉にする。  

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

検査手順確認者 
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別紙－２２ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

スクラム 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

  

検査前条件確認者 
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別紙－２３ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

原子炉起動インターロック回路 

スクラム  

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

７ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

８ 運転モード「低設定」を選択する。  

９ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１０ 手動スクラムボタンＡ系を押す。  

１１ 
スクラム信号が出力されたことを、原子炉制御操作卓で「スクラム発

生Ａ」を確認する。 

 

 

１２ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

１３ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

１４ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

１５ 運転モード「低設定」を選択する。  

 

検査手順確認者 
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No. 手順 確認 

１６ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１７ 手動スクラムボタンＢ系を押す。  

１８ 
スクラム信号が出力されたことを、原子炉制御操作卓で「スクラム発

生Ｂ」を確認する。 

 

 

１９ 

作動条件が成立している場合には、制御棒駆動装置の可動コイルを励磁

操作しても励磁できず、原子炉が起動できないことを原子炉制御操作卓

の励磁ランプが点灯しないことによって確認する。 

 

２０ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    
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別紙－２４ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

安全系中性子束高１０５％以上（低設定） 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・安全計テスト信号発生器 

 
  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－２５ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

安全系中性子束高１０５％以上（低設定） 

検査手順確認者 

 

 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し、手動により引抜き駆動し引抜きができることを確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

７ 安全系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

８ 安全系テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替える。  

９ 
安全系テスト信号発生器より、安全系線形増幅器Ａ系の出力が１０５％以

上になるように信号を加える。 

 

１０ 
安全系線形増幅器Ａ系の出力が１０５％以上であることを、原子炉制御操

作卓で確認する。 

 

（  ） 

１１ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し手動により引抜き操作を行い、作動条件が成立している場合

には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜きが阻止されるこ

とを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこと

によって確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  
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検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

 

No. 手順 確認 

１２ 安全系テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替える。  

１３ 安全系線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１４ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「安全系中性子束高１０

５％以上」がリセットできたことを確認する。 

 

１５ 安全系線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１６ 安全系テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替える。  

１７ 
安全系テスト信号発生器より、安全系線形増幅器Ｂ系の出力が１０５％以

上になるように信号を加える。 

 

１８ 
安全系線形増幅器Ｂ系の出力が１０５％以上であることを、原子炉制御操

作卓で確認する。 

 

（  ） 

１９ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し手動により引抜き操作を行い、作動条件が成立している場合

には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜きが阻止されるこ

とを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこと

によって確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

２０ 安全系テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替える。  

２１ 安全系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

２２ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「安全系中性子束高１０

５％以上」がリセットできたことを確認する。 

 

２３ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  
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別紙－２６ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

安全系中性子束高１０５％以上（高設定） 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・安全計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－２７ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

安全系中性子束高１０５％以上（高設定）  

検査手順確認者 

 

 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し、手動により引抜き駆動し引抜きができることを確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

７ 
中性子計装盤にて、高設定条件を模擬するための端子（ＸＣ２－７１、７

２、９１、９２）を短絡する。 

 

８ 安全系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

９ 安全系テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替える。  

１０ 

安全系テスト信号発生器より、５０ｋＷ以上入力後、原子炉制御操作卓に

て運転モード「高設定」を選択し、安全系線形増幅器Ａ系の出力が１０５％

以上になるように信号を加える。 

 

１１ 
安全系線形増幅器Ａ系の出力が１０５％以上であることを、原子炉制御操

作卓で確認する。 

 

（  ） 

１２ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し手動により引抜き操作を行い、作動条件が成立している場合

には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜きが阻止されるこ

とを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこと

によって確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  
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検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

No. 手順 確認 

１３ 安全系テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替える。  

１４ 安全系線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１５ 
中性子計装盤にて、高設定条件を模擬するための端子（ＸＣ２－７１、７

２、９１、９２）を復旧する。 

 

１６ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「安全系中性子束高１０

５％以上」がリセットできたことを確認する。 

 

１７ 
中性子計装盤にて、高設定条件を模擬するための端子（ＸＤＤ２－７１、

７２、９１、９２）を短絡する。 

 

１８ 安全系線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１９ 安全系テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替える。  

２０ 

安全系テスト信号発生器より、５０ｋＷ以上入力後、原子炉制御操作卓に

て運転モード「高設定」を選択し、安全系線形増幅器Ａ系の出力が１０５％

以上になるように信号を加える。 

 

２１ 
安全系線形増幅器Ｂ系の出力が１０５％以上であることを、原子炉制御操

作卓で確認する。 

 

（  ） 

２２ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し手動により引抜き操作を行い、作動条件が成立している場合

には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜きが阻止されるこ

とを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこと

によって確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

２３ 安全系テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替える。  

２４ 安全系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

２５ 
中性子計装盤にて、高設定条件を模擬するための端子（ＸＤＤ２－７１、

７２、９１、９２）を復旧する。 

 

２６ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「安全系中性子束高１０

５％以上」がリセットできたことを確認する。 

 

２７ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  
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別紙－２８ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

対数出力炉周期系２０秒より短 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・炉周期計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－２９ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

対数出力炉周期系２０秒より短 

 

検査手順確認者 

 

 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択し、

手動により引抜き駆動し引抜きができることを確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

７ 対数出力炉周期計Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

８ 
炉周期計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替え、炉周期スイッチ

を「×１０」にする。 

 

９ 

上記操作でスクラム警報が発報し励磁が切れた場合、以下の措置を行う。 

 ・可動コイルを手動により下限位置まで挿入する。 

 ・ＣＲＤＭコイル電源制御盤内にて「リセット」を行い、出力コンタク   

タを「ＯＮ」にする。 

 ・Ｎｏ．３からＮｏ．５の手順を行う。 

 

１０ 
炉周期計テスト信号発生器より、対数出力炉周期計Ａ系の炉周期が２０秒以

下になるように信号を加える。 
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No. 手順 確認 

１１ 
対数出力炉周期計Ａ系の炉周期が２０秒以下であることを、原子炉制御操

作卓で確認する。 

 

（  ） 

１２ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し手動により引抜き操作を行い、作動条件が成立している場合

には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜きが阻止されるこ

とを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこと

によって確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

１３ 
炉周期計テスト信号発生器の炉周期スイッチを「∞」に選択し、「Ａ系」

→「切」に切り替える。 

 

１４ 対数出力炉周期計Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１５ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「対数出力炉周期短」が

リセットできたことを確認する。 

 

１６ 対数出力炉周期計Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１７ 
炉周期計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替え、炉周期スイッチ

を「×１０」にする。 

 

１８ 

上記操作でスクラム警報が発報し励磁が切れた場合、以下の措置を行う。 

 ・可動コイルを手動により下限位置まで挿入する。 

 ・ＣＲＤＭコイル電源制御盤内にて「リセット」を行い、出力コンタク   

タを「ＯＮ」にする。 

 ・Ｎｏ．３からＮｏ．５の手順を行う。 

 

１９ 
炉周期計テスト信号発生器より、対数出力炉周期計Ｂ系の炉周期が２０秒

以下になるように信号を加える。 

 

２０ 
対数出力炉周期計Ｂ系の炉周期が２０秒以下であることを、原子炉制御操

作卓で確認する。 

 

（  ） 

２１ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し手動により引抜き操作を行い、作動条件が成立している場合

には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜きが阻止されるこ

とを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこと

によって確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

２２ 
炉周期計テスト信号発生器の炉周期スイッチを「∞」に選択し、「Ｂ系」

→「切」に切り替える。 
 

２３ 対数出力炉周期計Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

２４ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「対数出力炉周期短」

がリセットできたことを確認する。 
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 検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

No. 手順 確認 

２５ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  
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別紙－３０ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

線形出力系正高圧低 ６００Ｖ以下 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・線形出力計高圧電源（正）Ａ系 

・線形出力計高圧電源（正）Ｂ系 

 

 

     

     

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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 別紙－３１ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

線形出力系正高圧低 ６００Ｖ以下 

 

検査手順確認者 

 

 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し、手動により引抜き駆動し引抜きができることを確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

７ 線形出力系Ａ系の正高圧電源電圧を６１８Ｖ～６００Ｖにする。  

８ 
線形出力計高圧電源（正）Ａ系の「電圧低」ランプが点灯することを確認す

る。 

 

９ 
電圧が ６１８Ｖ～６００Ｖ であることを、原子炉制御操作卓線形出力系

高圧電源の電圧表示で確認する。 

 

（  ） 

１０ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し手動により引抜き操作を行い、作動条件が成立している場合

には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜きが阻止されるこ

とを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこと

によって確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  
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検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

No. 手順 確認 

１１ 線形出力系Ａ系の正高圧電源電圧を通常状態に復旧する。  

１２ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「線形出力系正高圧低Ａ」

がリセットできたことを確認する。 

 

１３ 線形出力系Ｂ系の正高圧電源電圧を６１８Ｖ～６００Ｖにする。  

１４ 
線形出力計高圧電源（正）Ｂ系の「電圧低」ランプが点灯することを確認

する。 

 

１５ 
電圧が ６１８Ｖ～６００Ｖ であることを、原子炉制御操作卓線形出力系

高圧電源の電圧表示で確認する。 

 

（  ） 

１６ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し手動により引抜き操作を行い、作動条件が成立している場合

には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜きが阻止されるこ

とを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないことに

よって確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

１７ 線形出力系Ｂ系の正高圧電源電圧を通常状態に復旧する。  

１８ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「線形出力系正高圧低Ｂ」

がリセットできたことを確認する。 

 

１９ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  
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別紙－３２ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

粗調整棒３本以上同時引抜 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－３３ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

粗調整棒３本以上同時引抜 

 

検査手順確認者 

 

 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）のうち２本を

選択し、手動により引抜き操作し引抜きができることを確認す

る。 

Ｓａ－１

Ｓａ－２ 

 

Ｓａ－１ 

Ｓ－１ 

 

Ｓａ－１ 

Ｓ－２ 

 

Ｓａ－２ 

Ｓ－１ 

 

Ｓａ－２ 

Ｓ－２ 

 

Ｓ－１ 

Ｓ－２ 

 

７ 粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１）を３本選択する。  

８ 同時引抜きを行う。  
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検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

No. 手順 確認 

９ 

作動条件が成立している場合には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜き

が阻止されることを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこ

とによって確認する。 

 

１０ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「粗３本以上引抜」がリ

セットできたことを確認する。 

 

１１ 粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－２）を３本選択する。  

１２ 同時引抜きを行う。  

１３ 

作動条件が成立している場合には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜き

が阻止されることを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこ

とによって確認する。 

 

１４ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「粗３本以上引抜」がリ

セットできたことを確認する。 
 

１５ 粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓ－１、Ｓ－２）３本選択する。  

１６ 同時引抜きを行う。  

１７ 

作動条件が成立している場合には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜き

が阻止されることを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこ

とによって確認する。 

 

１８ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「粗３本以上引抜」がリ

セットできたことを確認する。 
 

１９ 粗調整棒（Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）３本選択する。  

２０ 同時引抜きを行う。  

２１ 

作動条件が成立している場合には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜き

が阻止されることを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこ

とによって確認する。 

 

２２ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「粗３本以上引抜」がリ

セットできたことを確認する。 

 

２３ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  
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別紙－３４ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

自動投入中粗調整棒２本以上引抜 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 

原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・線形出力計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－３５ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

自動投入中粗調整棒２本以上引抜 

  

検査手順確認者 

 

 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
Ｒ－１制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置

まで引抜く。 

 

７ 
線形出力計レンジＡ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレンジを選

択する。 

 

８ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

９ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替え、１００Ｗを入力

する。 
 

１０ Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にする。  

１１ 
粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択し、

手動により引抜きができることを確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  
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No. 手順 確認 

１２ 

任意の粗調整棒を２本選択し、同時引抜きを行う。 

作動条件が成立している場合には、粗調整棒の引抜き操作をして

も、引抜きが阻止されることを原子炉制御操作卓の制御棒位置指

示計が変化しないことによって確認する。 

Ｓａ－１

Ｓａ－２ 

 

Ｓａ－１ 

Ｓ－１ 

 

Ｓａ－１ 

Ｓ－２ 

 

Ｓａ－２ 

Ｓ－１ 

 

Ｓａ－２ 

Ｓ－２ 

 

Ｓ－１ 

Ｓ－２ 

 

１３ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「自動中２本以上手動引抜」

がリセットできたことを確認する。 

 

１４ 
「自動投入解除」ボタンを押し、自動運転状態を解除されたことを原子炉制御

操作卓の「ＡＵＴＯ」ボタンが消灯することによって確認する。 

 

１５ 微調整棒（Ｒ－１）を下限位置まで挿入する。  

１６ 線形出力計レンジＡ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

１７ 
線形出力計テスト信号発生器を１００Ｗから０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切

り替える。 

 

１８ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１９ 
Ｒ－２制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置

まで引抜く。 

 

２０ 
線形出力計レンジＢ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレンジを選

択する。 

 

２１ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

２２ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替え、１００Ｗを入力

する。 
 

２３ Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にする。  

２４ 
粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択し、

手動により引抜きができることを確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  
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検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

No. 手順 確認 

２５ 

任意の粗調整棒を２本選択し、同時引抜きを行う。 

作動条件が成立している場合には、粗調整棒の引抜き操作をして

も、引抜きが阻止されることを原子炉制御操作卓の制御棒位置指

示計が変化しないことによって確認する。 

Ｓａ－１

Ｓａ－２ 

 

Ｓａ－１ 

Ｓ－１ 

 

Ｓａ－１ 

Ｓ－２ 

 

Ｓａ－２ 

Ｓ－１ 

 

Ｓａ－２ 

Ｓ－２ 

 

Ｓ－１ 

Ｓ－２ 

 

２６ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「自動中２本以上手動引抜」

がリセットできたことを確認する。 

 

２７ 
「自動投入解除」ボタンを押し、自動運転状態を解除されたことを原子炉制御

操作卓の「ＡＵＴＯ」ボタンが消灯することによって確認する。 

 

２８ Ｒ－２制御棒を下限位置まで挿入する。  

２９ 線形出力計レンジＢ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

３０ 
線形出力計テスト信号発生器を１００Ｗから０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切

り替える。 

 

３１ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

３２ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  
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別紙－３６ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

対数計数率１０⁵ｃｐｓ以上 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・起動計テスト信号発生器 

 

 
  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－３７ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

対数計数率１０⁵ｃｐｓ以上 

検査手順確認者 

 

 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し、手動により引抜き駆動し引抜きができることを確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

７ 対数計数率計Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

８ 起動計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替える。  

９ 
起動計テスト信号発生器より、対数計数率計Ａ系が１０⁵ｃｐｓ以上になる

ように信号を加える。 

 

１０ 
対数計数率計Ａ系が１０⁵ｃｐｓ以上であることを、原子炉制御操作卓で確

認する。 

 

（  ） 

１１ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し手動により引抜き操作を行い、作動条件が成立している場合

には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜きが阻止されるこ

とを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこと

によって確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  
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 検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

No. 手順 確認 

１２ 
起動計テスト信号発生器の模擬信号を復旧し、「Ａ系」→「切」に切り替え

る。 

 

１３ 対数計数率計Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１４ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「対数計数率高１０⁵ｃ

ｐｓ以上」がリセットできたことを確認する。 

 

１５ 対数計数率計Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１６ 起動計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替える。  

１７ 
起動計テスト信号発生器より、対数計数率計Ｂ系が１０⁵ｃｐｓ以上になる

ように信号を加える。 

 

１８ 
対数計数率計Ｂ系が１０⁵ｃｐｓ以上であることを、原子炉制御操作卓で確

認する。 

 

（  ） 

１９ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択

し手動により引抜き操作を行い、作動条件が成立している場合

には、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜きが阻止されるこ

とを原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないこと

によって確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

２０ 
起動計テスト信号発生器の模擬信号を復旧し、「Ｂ系」→「切」に切り替

える。 

 

２１ 対数計数率計Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

２２ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「対数計数率高１０⁵ｃ

ｐｓ以上」がリセットできたことを確認する。 

 

２３ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  



 

 

58 

別紙－３８ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

リバース 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 

 

 



 

 

59 

別紙－３９ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

粗調整棒引抜きインターロック回路 

リバース 

検査手順確認者 

 

 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択し、

手動により引抜き駆動し引抜きができることを確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

７ 手動リバースボタンを押す。  

８ 手動リバース信号が出力されたことを、原子炉制御操作卓で確認する。  

９ 

粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）１本を選択し

手動により引抜き操作を行い、作動条件が成立している場合に

は、粗調整棒の引抜き操作をしても、引抜きが阻止されること

を原子炉制御操作卓の制御棒位置指示計が変化しないことによ

って確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

１０ 手動リバースボタンを解除する。  

１１ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「手動リバース」がリセ

ットできたことを確認する。 
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 検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ： 

No. 手順 確認 

１２ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  
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別紙－４０ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

制御棒手動引抜きインターロック回路 

微調整棒、粗調整棒同時引抜き 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

 

検査前条件確認者 
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別紙－４１ 

検査項目：インターロック検査 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

制御棒手動引抜きインターロック回路 

微調整棒、粗調整棒同時引抜き 

 

検査手順確認者 

 

 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 

任意の粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）及び

微調整棒（Ｒ－１、Ｒ－２）を選択し、手動により引抜き駆動

し引抜きができることを確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

Ｒ－１  

Ｒ－２  

７ 

任意の微調整棒及び任意の粗調整棒を１本ずつ選択し、同時

に手動引抜きを行う。 

作動条件が成立している場合には、制御棒の手動引抜き操作

をしても引抜きが阻止されることを、原子炉制御操作卓の制

御棒位置指示計が変化しないことによって確認する。 

Ｓａ－１ 

Ｒ－１ 

 

Ｓａ－２ 

Ｒ－１ 

 

Ｓ－１ 

Ｒ－１ 

 

Ｓ－２ 

Ｒ－１ 
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検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

No. 手順 確認 

７ 

（続き） 

任意の微調整棒及び任意の粗調整棒を１本ずつ選択し、同時

に手動引抜きを行う。 

作動条件が成立している場合には、制御棒の手動引抜き操作

をしても引抜きが阻止されることを、原子炉制御操作卓の制

御棒位置指示計が変化しないことによって確認する。 

Ｓａ－１ 

Ｒ－２ 

 

Ｓａ－２ 

Ｒ－２ 

 

Ｓ－１ 

Ｒ－２ 

 

Ｓ－２ 

Ｒ－２ 

 

８ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「粗微同時手動引抜」が

リセットできたことを確認する。 

 

９ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  
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別紙－４２ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

自動制御運転インターロック回路 

誤差出力大±１０％以上 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・線形出力計テスト信号発生器 

 

 
  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－４３ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

自動制御運転インターロック回路 

誤差出力大±１０％以上 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
Ｒ－１制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消

える位置まで引抜く。 

 

７ 
線形出力計レンジＡ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレン

ジを選択する。 

 

８ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

９ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切替え、１００Ｗを

入力する。 
 

１０ Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にする。  

１１ 
反応度制御盤のテストボタンを押して、＋９％～＋１０％になるよう

に模擬信号を加える。 
 

１２ 「Ａ系＋１０％テスト」ボタンを押す。  

１３ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを

原子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確

認する。 

 

(     ) 

検査手順確認者 
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No. 手順 確認 

１４ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、プロセス計装盤の「自

動制御範囲外」がリセットできたことを確認する。 
 

１５ 
Ｒ－１制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消

える位置まで引抜く。 
 

１６ Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にする。  

１７ 
反応度制御盤のテストボタンを押して、－９％～－１０％になるよう

に模擬信号を加える。 
 

１８ 「Ａ系－１０％テスト」ボタンを押す。  

１９ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを

原子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確

認する。 

 

(     ) 

２０ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、プロセス計装盤の「自

動制御範囲外」がリセットできたことを確認する。 
 

２１ 線形出力計レンジＡ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

２２ 
線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替え

る。 
 

２３ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

２４ 
Ｒ－２制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消

える位置まで引抜く。 

 

２５ 
線形出力計レンジＢ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレン

ジを選択する。 

 

２６ 線形出力系の線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

２７ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替え、１００Ｗ

を入力する。 

 

２８ Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にする。  

２９ 
反応度制御盤のテストボタンを押して、＋９％～＋１０％になるよう

に模擬信号を加える。 
 

３０ 「Ｂ系＋１０％テスト」ボタンを押す。  

３１ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを

原子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確

認する。 

 

(     ) 

３２ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、プロセス計装盤の「自

動制御範囲外」がリセットできたことを確認する。 
 

３３ 
Ｒ－２制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消

える位置まで引抜く。 
 

３４ Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にする。  

３５ 
反応度制御盤のテストボタンを押して、－９％～－１０％になるよう

に模擬信号を加える。 
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No. 手順 確認 

３６ 「Ｂ系－１０％テスト」ボタンを押す。  

３７ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを

原子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確

認する。 

 

(     ) 

３８ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、プロセス計装盤の「自

動制御範囲外」がリセットできたことを確認する。 
 

３９ 線形出力計レンジＢ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

４０ 
線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替え

る。 
 

４１ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

４２ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    
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別紙－４４ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

自動制御運転インターロック回路 

自動制御運転中微調整棒下限 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

 

 

  .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・線形出力計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 

 

 

  .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－４５ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

自動制御運転インターロック回路 

自動制御運転中微調整棒下限 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
Ｒ－１制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消え

る位置まで引抜く。 

 

７ 
線形出力計レンジＡ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレン

ジを選択する。 

 

８ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

９ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替え、１００Ｗ

を入力する。 
 

１０ Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にする。  

１１ 
自動制御運転にした状態で、Ｒ－１制御棒が下限位置になるように模擬

信号を加える。 

 

１２ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを原

子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確認

する。 

 

１３ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「自動中微調整棒下

限」がリセットできたことを確認する。 

 

 

検査手順確認者 
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No. 手順 確認 

１４ 
線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替え

る。 

 

１５ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１６ 線形出力計レンジＡ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

１７ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１８ 
Ｒ－２制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消え

る位置まで引抜く。 

 

１９ 
線形出力計レンジＢ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレン

ジを選択する。 

 

２０ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

２１ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替え、１００Ｗ

を入力する。 

 

２２ Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にする。  

２３ 
自動制御運転にした状態で、Ｒ－２制御棒が下限位置になるように模擬

信号を加える。 

 

２４ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを原

子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確認

する。 

 

２５ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「自動中微調整棒下

限」がリセットできたことを確認する。 

 

２６ 
線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替え

る。 

 

２７ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

２８ 線形出力計レンジＢ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

２９ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    
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別紙－４６ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

自動制御運転インターロック回路 

自動制御運転中微調整棒上限 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

 

 

  .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・線形出力計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－４７ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

自動制御運転インターロック回路 

自動制御運転中微調整棒上限 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
Ｒ－１制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消え

る位置まで引抜く。 

 

７ 
線形出力計レンジＡ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレン

ジを選択する。 

 

８ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

９ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替え、１００Ｗ

を入力する。 
 

１０ Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にする。  

１１ 
自動制御運転にした状態で、Ｒ－１制御棒が上限位置になるように模擬

信号を加える。 

 

１２ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを原

子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確認

する。 

 

１３ Ｒ－１制御棒を選択し、手動にて下限位置まで挿入する。  

 

検査手順確認者 
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No. 手順 確認 

１４ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「自動中微調整棒上

限」がリセットできたことを確認する。 

 

１５ 線形出力計レンジＡ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

１６ 
線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替え

る。 

 

１７ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１８ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

１９ 
Ｒ－２制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消え

る位置まで引抜く。 

 

２０ 
線形出力計レンジＢ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレン

ジを選択する。 

 

２１ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

２２ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替え、１００Ｗ

を入力する。 

 

２３ Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にする。  

２４ 
自動制御運転にした状態で、Ｒ－２制御棒が上限位置になるように模擬

信号を加える。 

 

２５ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを原

子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確認

する。 

 

２６ Ｒ－２制御棒を選択し、手動にて下限位置まで挿入する。  

２７ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「自動中微調整棒上

限」がリセットできたことを確認する。 

 

２８ 線形出力計レンジＢ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

２９ 
線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替え

る。 

 

３０ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

３１ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    
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別紙－４８ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

自動制御運転インターロック回路 

リバース 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－４９ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

自動制御運転インターロック回路 

リバース 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
Ｒ－１制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消え

る位置まで引抜く。 

 

７ 
線形出力計レンジＡ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレン

ジを選択する。 

 

８ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

９ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替え、１００Ｗ

を入力する。 
 

１０ Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にする。  

１１ 手動リバースボタンを押す。  

１２ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを原

子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確認

する。 

 

１３ 
原子炉制御操作卓にて、Ｒ－１制御棒が下限位置にあることを確認す

る。 
 

１４ 手動リバースボタンを解除する。  

検査手順確認者 
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No. 手順 確認 

１５ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、プロセス計装盤の

リバース信号がリセットできたことを確認する。 
 

１６ 
線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替え

る。 
 

１７ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１８ 線形出力計レンジＡ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

１９ 
Ｒ－２制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消え

る位置まで引抜く。 
 

２０ 
線形出力計レンジＢ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレン

ジを選択する。 
 

２１ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

２２ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替え、１００Ｗ

を入力する。 
 

２３ Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にする。  

２４ 手動リバースボタンを押す。  

２５ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを原

子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確認

する。 

 

２６ 
原子炉制御操作卓にて、Ｒ－２制御棒が下限位置にあることを確認す

る。 
 

２７ 手動リバースボタンを解除する。  

２８ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、プロセス計装盤のリ

バース信号がリセットできたことを確認する。 
 

２９ 
線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替え

る。 
 

３０ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

３１ 線形出力計レンジＢ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

３２ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    
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別紙－５０ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

自動制御運転インターロック回路 

手動解除 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了

していること。 

・線形出力計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確認

する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 

 

 



 

 

78 

別紙－５１ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

自動制御運転インターロック回路 

手動解除 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
Ｒ－１制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消え

る位置まで引抜く。 

 

７ 
線形出力計レンジＡ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレン

ジを選択する。 

 

８ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

９ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替え、１００Ｗ

を入力する。 
 

１０ Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にする。  

１１ 原子炉制御操作卓の自動投入解除ボタンを押す。  

１２ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを原

子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確認

する。 

 

１３ 
線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替え

る。 
 

検査手順確認者 
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No. 手順 確認 

１４ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１５ 線形出力計レンジＡ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

１６ 
Ｒ－１制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が点灯

する位置まで挿入する。 

 

１７ 
Ｒ－２制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が消え

る位置まで引抜く。 

 

１８ 
線形出力計レンジＢ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレン

ジを選択する。 

 

１９ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

２０ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切替え、１００Ｗを

入力する。 
 

２１ Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にする。  

２２ 原子炉操作卓の自動投入解除ボタンを押す。  

２３ 

作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを原

子炉制御操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確認

する。 

 

２４ 
線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替え

る。 
 

２５ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

２６ 線形出力計レンジＢ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

２７ 
Ｒ－２制御棒を選択し、手動にて制御棒の着座表示及び下限表示が点灯

する位置まで挿入する。 
 

２８ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    
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別紙－５２ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査前条件確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

制御棒試験インターロック回路 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点

検が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了している

こと。 

   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

３ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確認

する。 

 

検査前条件確認者 
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別紙－５３ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査手順確認シート 

 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

 

 

 

 

制御棒試験インターロック回路  

検査手順確認者 

 

 

No. 手順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「試験」位置とする。  

２ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

３ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

４ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

５ 

任意の粗調整棒（Ｓａ－１、Ｓａ－２、Ｓ－１、Ｓ－２）及び

微調整棒（Ｒ－１、Ｒ－２）を選択し、手動により引抜き駆動

し引抜きができることを確認する。 

Ｓａ－１  

Ｓａ－２  

Ｓ－１  

Ｓ－２  

Ｒ－１  

Ｒ－２  

６ 

任意の微調整棒及び任意の粗調整棒を２本選択し、同時に手

動引抜きを行う。 

作動条件が成立している場合には、制御棒の手動引抜き操作

をしても引抜きが阻止されることを、原子炉制御操作卓の制

御棒位置指示計が変化しないことによって確認する。 

Ｓａ－１ 

Ｓａ－２ 

 

Ｓａ－１ 

Ｓ－１ 

 

Ｓａ－１ 

Ｓ－２ 

 

Ｓａ－１ 

Ｒ－１ 

 

Ｓａ－１ 

Ｒ－２ 

 



 

 

82 

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：    

 

No. 手順 確認 

７ 

（続き） 

 

任意の微調整棒及び任意の粗調整棒を２本選択し、同時に手

動引抜きを行う。 

作動条件が成立している場合には、制御棒の手動引抜き操作

をしても引抜きが阻止されることを、原子炉制御操作卓の制

御棒位置指示計が変化しないことによって確認する。 

同時に手動引抜きを行う。 

Ｓａ－２ 

Ｓ－１ 

 

Ｓａ－２ 

Ｓ－２ 

 

Ｓａ－２ 

Ｒ－１ 

 

Ｓａ－２ 

Ｒ－２ 

 

Ｓ－１ 

Ｓ－２ 

 

Ｓ－１ 

Ｒ－１ 

 

Ｓ－１ 

Ｒ－２ 

 

Ｓ－２ 

Ｒ－１ 

 

Ｓ－２ 

Ｒ－２ 

 

Ｒ－１ 

Ｒ－２ 

 

８ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

９ 原子炉運転キースイッチを「試験」→「停止」位置とする。  
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別紙－５４ 

検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査成績書 
 

検査年月日 令和  年  月  日 

検査場所 JRR-3原子炉施設 

検査実施者  検査責任者  

 
１．検査対象 

（１）施設区分  計測制御系統施設 

（２）系統設備  計装 

（３）対象機器  反応度制御盤（インターロック回路） 

① 原子炉起動インターロック回路 

② 粗調整棒引抜きインターロック回路 

③ 制御棒手動引抜きインターロック回路 

④ 自動制御運転インターロック回路 

⑤ 制御棒試験インターロック回路 

 

２．検査方法 

（１）検査前条件 

検査前条件確認シート（添付書類）により、検査が可能な状態であることを確認する。 

（２）検査手順 

検査手順確認シート（添付書類）により、検査を実施する。 

 

３．判定基準 

① 原子炉起動インターロック回路 

原子炉起動インターロックの作動条件が成立している場合には、可動コイルを励磁操作

しても励磁できず、原子炉が起動できないこと。 

② 粗調整棒引抜きインターロック回路 

粗調整棒引抜きインターロックの作動条件が成立している場合には、粗調整棒の引抜き

操作をしても、引抜きができないこと。 

③ 制御棒手動引抜きインターロック回路 

制御棒手動引抜きインターロックの作動条件が成立している場合には、制御棒の手動引

抜き操作をしても、引抜きができないこと。 

④ 自動制御運転インターロック回路 

自動制御運転インターロックの作動条件が成立している場合には、自動投入中表示ラン

プが消灯し、自動制御運転が解除されること。 
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⑤ 制御棒試験インターロック回路 

制御棒試験時条件が成立している場合には、任意の制御棒２本の手動引抜き操作をして

も、引抜きができないこと。 

 

４．検査結果 

検査結果は、「検査記録」による。 

 

５．判定 
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検査項目：作動検査（インターロック検査） 

検査記録 
施設区分 計測制御系統施設 検査年月日 令和  年  月  日 

検査対象機器 

反応度制御盤 

（インターロック回路） 
検査実施者 

 

検査責任者 

 

１．記録 

別紙のインターロック検査記録のとおり。 

 

２．判定基準 

作動条件を与えたときに、確実に作動すること。 

備 考 
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別紙 
イ ン タ ― ロ ッ ク 検 査 記 録（１／３） 

 

作動値がある場合は、作動値を結果欄に記入すること。 

項  目 作 動 条 件 判 定 基 準 結 果 

原子炉起動 

インターロック 

起動系テスト状態 
Ａ系 

原子炉起動イン

ターロックの作

動条件が成立し

ている場合には、

可動コイルを励

磁操作しても励

磁できず、原子炉

が起動できない

こと。 

 

Ｂ系  

線形出力系テスト状態 
Ａ系  

Ｂ系  

対数出力炉周期系テスト状態 
Ａ系  

Ｂ系  

安全系テスト状態 
Ａ系  

Ｂ系  

起動系計数率３ｃｐｓ以下 

Ａ系 
 

（  ） 

Ｂ系 
 

（  ） 

制御棒６本のうちいずれかが着座状態にない  

炉下室扉開  

上部遮蔽体開  

スクラム 
Ａ系  

Ｂ系  

粗調整棒引抜き

インターロック 

安全系中性子束高 

１０５％以上 

低設定 

原子炉出力 

２００ｋＷの 

１０５％ 

（２１０ｋＷ） 

Ａ系 

粗調整棒引抜き

インターロック

の作動条件が成

立している場合

には、粗調整棒の

引抜き操作をし

ても、引抜きがで

きないこと。 

 

 

（  ） 

Ｂ系 

 

 

（  ） 

高設定 

原子炉出力 

２０ＭＷの 

１０５％ 

（２１.０ＭＷ） 

Ａ系 

 

 

（  ） 

Ｂ系 

 

 

（  ） 

対数出力炉周期系２０秒より短 

Ａ系 
 

（  ） 

Ｂ系 
 

（  ） 
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イ ン タ ― ロ ッ ク 検 査 記 録（２／３） 

 

作動値がある場合は、作動値を結果欄に記入すること。 

項  目 作 動 条 件 判 定 基 準 結 果 

粗調整棒引抜き

インターロック 

線形出力系正高圧低 ６００Ｖ以下 

Ａ系 

粗調整棒引抜き

インターロック

の作動条件が成

立している場合

には、粗調整棒

の引抜き操作を

しても、引抜き

ができないこ

と。 

 

（  ） 

Ｂ系 
 

（  ） 

粗調整棒３本以上同時引抜  

自動投入中粗調整棒２本以上引抜 
Ａ系  

Ｂ系  

対数計数率１０５ｃｐｓ以上 

Ａ系 
 

（  ） 

Ｂ系 
 

（  ） 

リバース  

制御棒手動 

引抜き 

インターロック 

微調整棒及び粗調整棒を同時に引抜操作した場合 

制御棒手動引抜

きインターロッ

クの作動条件が

成立している場

合には、制御棒

の手動引抜き操

作をしても、引

抜きができない

こと。 

 

自動制御運転 

インターロック 

誤差出力大±１０％以上 

Ａ系 
自動制御運転イ

ンターロックの

作動条件が成立

している場合に

は、自動投入中

表示ランプが消

灯し、自動制御

運転が解除され

ること。 

 

（  ） 

Ｂ系 
 

（  ） 

自動制御運転中微調整棒下限 
Ａ系  

Ｂ系  

自動制御運転中微調整棒上限 
Ａ系  

Ｂ系  

リバース 
Ａ系  

Ｂ系  

手動解除 
Ａ系  

Ｂ系  

 
 



 

 

88 

 
イ ン タ ― ロ ッ ク 検 査 記 録（３／３） 

 
 

項  目 作 動 条 件 判 定 基 準 結 果 

制御棒試験 

インターロック 

原子炉運転キースイッチが制御棒試験モードである

時に、制御棒２本以上引抜操作した場合 

制御棒試験時条

件が成立してい

る場合には、任

意の制御棒２本

の手動引抜き操

作をしても、引

抜きができない

こと。 
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別紙－５５ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査前条件確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査前条件確認者 

 

 

 
安全系中性子束高１０７％以上（低設定） 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点検

が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了しているこ

と。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了し

ていること。 

・安全計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確

認する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 

 
  .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 
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別紙－５６ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査手順確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査手順確認者 

 

安全系中性子束高１０７％以上（低設定） 

No. 手   順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数につ

いて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 

 

７ 安全系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

８ 安全計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替える。  

９ 安全系線形増幅器Ａ系のレンジ低設定において、模擬信号を加える。  

１０ 作動条件の直近でリバース作動することを確認する。 
 

（   ） 

１１ 
リバース作動は、原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計及びリバ

ース表示により確認する。 

 

１２ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

１３ 安全計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替える。  

１４ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「安全計中性子束高（Ａ系）」

がリセットできたことを確認する。 

 

１５ 安全系線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１６ 安全系線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

１７ 安全計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替える。  

１８ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数につ

いて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 
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No. 手   順 確認 

１９ 安全系線形増幅器Ｂ系のレンジを低設定において、模擬信号を加える。  

２０ 作動条件の直近でリバース作動することを確認する。 
 

（   ） 

２１ 
リバース作動は、原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計及びリバ

ース表示により確認する。 

 

２２ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

２３ 安全計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替える。  

２４ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「安全計中性子束高（Ｂ系）」

がリセットできたことを確認する。 

 

２５ 安全系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

２６ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：   

検査終了時刻   ：   
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別紙－５７ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査前条件確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査前条件確認者 

 

 

 
安全系中性子束高１０７％以上（高設定） 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点検

が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了しているこ

と。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了し

ていること。 

・安全計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確

認する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 

 
  .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 
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別紙－５８ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査手順確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査手順確認者 

 

安全系中性子束高１０７％以上（高設定） 

 

No. 手   順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
中性子計装盤にて、高設定条件を模擬するための端子（ＸＣ－７１、７２、９

１、９２）を短絡する。 

 

７ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数につ

いて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 

 

８ 安全系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

９ 安全計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替える。  

１０ 安全系線形増幅器Ａ系のレンジ高設定において、模擬信号を加える。  

１１ 
模擬信号を５０ｋＷ以上入力後、原子炉制御操作卓にて運転モード「高設定」

を選択し、模擬信号を加える。 

 

１２ 作動条件の直近でリバース作動することを確認する。 
 

（   ） 

１３ 
リバース作動は、原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計及びリバ

ース表示により確認する。 

 

１４ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

１５ 安全計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替える。  

１６ 安全系線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１７ 
中性子計装盤にて、高設定条件を模擬するための端子（ＸＣ２－７１、７２、

９１、９２）を復旧する。 
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No. 手   順 確認 

１８ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「安全計中性子束高（Ａ系）」

がリセットできたことを確認する。 
 

１９ 
中性子計装盤にて、高設定条件を模擬するための端子（ＸＤＤ２－７１、７

２、９１、９２）を短絡する。 

 

２０ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数につ

いて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 

 

２１ 安全系線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

２２ 安全計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替える。  

２３ 安全系線形増幅器Ｂ系のレンジ高設定において、模擬信号を加える。  

２４ 
模擬信号を５０ｋＷ以上入力後、原子炉制御操作卓にて運転モード「高設定」

を選択し、模擬信号を加える。 

 

２５ 作動条件の直近でリバース作動することを確認する。 
 

（   ） 

２６ 
リバース作動は、原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計及びリバ

ース表示により確認する。 

 

２７ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

２８ 安全計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替える。  

２９ 安全系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

３０ 
中性子計装盤にて、高設定条件を模擬するための端子（ＸＤＤ２－７１、７

２、９１、９２）を復旧する。 

 

３１ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「安全計中性子束高（Ｂ系）」

がリセットできたことを確認する。 

 

３２ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：   

検査終了時刻   ：   
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別紙－５９ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査前条件確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査前条件確認者 

 

 

 
対数出力炉周期系１０秒より短 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点検

が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了しているこ

と。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了し

ていること。 

・炉周期計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確

認する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 

 
  .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 
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別紙－６０ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査手順確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査手順確認者 

 

対数出力炉周期系１０秒より短 

 

No. 手   順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数につ

いて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 

 

７ 対数出力炉周期計Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

８ 
炉周期計テスト信号発生器の炉周期スイッチを「∞」に選択し、「切」→「Ａ

系」へ切り替える。 

 

９ 

上記操作でスクラム警報が発報し励磁が切れた場合、以下の措置を行う。 

 ・可動コイルを手動により下限位置まで挿入する。 

 ・ＣＲＤＭコイル電源制御盤内にて「リセット」を行い、出力コンタク   

タを「ＯＮ」にする。 

 ・Ｎｏ．３からＮｏ．６の手順を行う。 

 

１０ 
炉周期計テスト信号発生器の炉周期スイッチを「∞」→「×１（＋）」に切り

替える。 

 

１１ 

上記操作でリバース警報が発報した場合には、以下の措置を行う。 

・「ＡＣＫ」ボタンを押しリバース作動を停止する。 

・制御棒が着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜かれていることを

確認する。 

 

 

１２ 炉周期計テスト信号発生器より、模擬信号を加える。  
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No. 手   順 確認 

１３ 作動条件の直近でリバース作動することを確認する。 
 

（  ） 

１４ 
リバース作動は、原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計及びリバ

ース表示により確認する。 

 

１５ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

１６ 
炉周期計テスト信号発生器の炉周期スイッチを「∞」に選択し、「Ａ系」→「切」

へ切り替える。 

 

１７ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「対数出力炉周期短（Ａ系）」

がリセットできたことを確認する。 

 

１８ 対数出力炉周期計Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１９ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数につ

いて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 

 

２０ 対数出力炉周期計Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

２１ 
炉周期計テスト信号発生器の炉周期スイッチを「∞」に選択し、「切」→「Ｂ

系」へ切り替える。 

 

２２ 

上記操作でスクラム警報が発報し励磁が切れた場合、以下の措置を行う。 

 ・可動コイルを手動により下限位置まで挿入する。 

 ・ＣＲＤＭコイル電源制御盤内にて「リセット」を行い、出力コンタクタ

を「ＯＮ」にする。 

 ・Ｎｏ．３からＮｏ．６の手順を行う。 

 

２３ 
炉周期計テスト信号発生器の炉周期スイッチを「∞」→「×１（＋）」に切り

替える。 

 

２４ 

上記操作でリバース警報が発報した場合には、以下の措置を行う。 

・「ＡＣＫ」ボタンを押しリバース作動を停止する。 

・制御棒が着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜かれていることを

確認する。 

 

 

２５ 炉周期計テスト信号発生器より、模擬信号を加える。  

２６ 作動条件の直近でリバース作動することを確認する。 
 

（  ） 

２７ 
リバース作動は、原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計及びリバ

ース表示により確認する。 

 

２８ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

２９ 
炉周期計テスト信号発生器の炉周期スイッチを「∞」に選択し、「Ｂ系」→「切」

へ切り替える。 

 



 

 

98 

 

No. 手   順 確認 

３０ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「対数出力炉周期短（Ｂ

系）」がリセットできたことを確認する。 

 

３１ 対数出力炉周期計Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

３２ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：   

検査終了時刻   ：   
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別紙－６１ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査前条件確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査前条件確認者 

 

 

 
誤差出力大±１０％以上 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点検

が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了しているこ

と。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了し

ていること。 

・線形出力計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確

認する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 

 
  .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 
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別紙－６２ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査手順確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査手順確認者 

 

誤差出力大±１０％以上 

 

No. 手   順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数につ

いて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 

 

７ 
線形出力計レンジＡ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレンジを選

択する。 

 

８ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

９ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替え、１００Ｗを入力

する。 

 

１０ Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にする。  

１１ 反応度制御盤の「Ａ系＋１０％テスト」ボタンを押し、模擬信号を加える。  

１２ 作動条件の直近でリバース作動することを確認する。 
 

（  ） 

１３ 
リバース作動は、原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計及びリバ

ース表示により確認する。 

 

１４ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

１５ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、プロセス計装盤の「自動制

御範囲外」がリセットできたことを確認する。 
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No. 手   順 確認 

１６ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数につ

いて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 

 

１７ Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にする。  

１８ 反応度制御盤の「Ａ系－１０％テスト」ボタンを押し、模擬信号を加える。  

１９ 作動条件の直近でリバース作動することを確認する。 
 

（  ） 

２０ 
リバース作動は、原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計及びリバ

ース表示により確認する。 

 

２１ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

２２ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、プロセス計装盤の「自動制

御範囲外」がリセットできたことを確認する。 

 

２３ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数につ

いて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く 

 

２４ 線形出力計レンジＡ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

２５ 線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替える。  

２６ 線形出力計レンジＡ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

２７ 
線形出力計レンジＢ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレンジを選

択する。 

 

２８ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

２９ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替え、１００Ｗを入力

する。 

 

３０ Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にする。  

３１ 反応度制御盤の「Ｂ系＋１０％テスト」ボタンを押し、模擬信号を加える。  

３２ 作動条件の直近でリバース作動することを確認する。 
 

（  ） 

３３ 
リバース作動は、原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計及びリバ

ース表示により確認する。 

 

３４ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

３５ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、プロセス計装盤の「自動制

御範囲外」がリセットできたことを確認する。 

 

３６ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数につ

いて制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 

 

３７ Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にする。  

３８ 反応度制御盤の「Ｂ系－１０％テスト」ボタンを押し、模擬信号を加える。  

３９ 作動条件の直近でリバース作動することを確認する。 
 

（  ） 
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No. 手   順 確認 

４０ 
リバース作動は、原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計及びリバ

ース表示により確認する。 

 

４１ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

４２ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、プロセス計装盤の「自動制

御範囲外」がリセットできたことを確認する。 

 

４３ 線形出力計レンジＢ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

４４ 線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替える。  

４５ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

４６ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：    

検査終了時刻   ：   
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別紙－６３ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査前条件確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査前条件確認者 

 

 

 
自動制御運転中微調整棒下限 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点検

が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了しているこ

と。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検校正が終了し

ていること。 

・線形出力計テスト信号発生器 

 

 

 

  .  .   

    :     

校正記録を確

認する。 

４ 反応度制御盤の点検が終了していること。 

 
  .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 
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別紙－６４ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査手順確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査手順確認者 

 

自動制御運転中微調整棒下限 

No. 手   順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数について

制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 

 

７ 
線形出力計レンジＡ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレンジを選択

する。 

 

８ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

９ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替え、１００Ｗを入力す

る。 

 

１０ Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にする。  

１１ 
自動制御運転にした状態で、Ｒ－２制御棒が下限位置になるように線形出力計テ

スト信号発生器より、模擬信号を加える。 

 

１２ Ｒ－１制御棒が下降し、下限位置でリバース作動することを確認する。  

１３ 
作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを原子炉制御

操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確認する。 

 

１４ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

１５ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、プロセス計装盤の「自動中微

調整棒下限」がリセットできたことを確認する。 

 

１６ 線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替える。  

１７ 線形出力系線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  
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No. 手   順 確認 

１８ 線形出力計レンジＡ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

１９ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数について

制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 

 

２０ 
線形出力計レンジＢ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレンジを選択

する。 

 

２１ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

２２ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替え、１００Ｗを入力す

る。 

 

２３ Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にする。  

２４ 
自動制御運転にした状態で、Ｒ－２制御棒が下限位置になるように線形出力計テ

スト信号発生器より、模擬信号を加える。 

 

２５ Ｒ－２制御棒が下降し、下限位置でリバース作動することを確認する。  

２６ 
作動条件が成立している場合には、自動制御運転が解除されることを原子炉制御

操作卓の自動投入中表示ランプが消灯することによって確認する。 

 

２７ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

２８ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「自動中微調整棒下限」がリ

セットできたことを確認する。 

 

２９ 線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替える。  

３０ 線形出力系線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

３１ 線形出力計レンジＢ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

３２ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：   

検査終了時刻   ：   
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別紙－６５ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査前条件確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査前条件確認者 

 

 

 
手動リバース 

No. 確認内容 確認 確認日 備 考 

１ 
制御棒を励磁し駆動するために必要な点検

が終了していること。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終了しているこ

と。 

   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

３ 反応度制御盤の点検が終了していること。 
   .  .   

    :     

点検記録を確

認する。 

 

 



 

 

107 

別紙－６６ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査手順確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査手順確認者 

 

手動リバース 

 

No. 手   順 確認 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「運転」位置とする。  

２ 運転モード「低設定」を選択する。  

３ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

４ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

５ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

６ 
原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計を確認しながら、全数について

制御棒の着座表示及び下限表示が消える位置まで引抜く。 

 

７ 手動リバースボタンを押す。  

８ 
リバース作動は、原子炉制御操作卓のＣＲＴ上の制御棒位置指示計及びリバース

表示により確認する。 

 

９ 原子炉制御操作卓にて、全制御棒が下限位置にあることを確認する。  

１０ 手動リバースボタンを解除する。  

１１ 
原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押し、「手動リバース」がリセット

できたことを確認する。 

 

１２ 原子炉運転キースイッチを「運転」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ：   

検査終了時刻   ：   
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別紙－６７ 

検査項目：作動検査（リバース検査） 

検査成績書 
 

検査年月日 令和  年  月  日 

検査場所 JRR-3原子炉施設 

検査実施者  検査責任者  

 
１．検査対象 

（１）施設区分  計測制御系統施設 

（２）系統設備  計装 

（３）対象機器  反応度制御盤（リバース回路） 

① 安全系中性子束高１０７％以上 

② 対数出力炉周期系１０秒より短 

③ 誤差出力大±１０％以上 

④ 自動制御運転中微調整棒下限 

⑤ 手動リバース 

 

２．検査方法 

（１）検査前条件 

検査前条件確認シート（添付書類）により、検査が可能な状態であることを確認する。 

（２）検査手順 

検査手順確認シート（添付書類）により、検査を実施する。 

 

３．判定基準 

① 安全系中性子束高１０７％以上 

リバース作動条件に相当する模擬信号を与えたとき、安全系中性子束が２１０ｋＷ～２

１４ｋＷの間でリバース作動すること。 

② 対数出力炉周期系１０秒より短 

リバース作動条件に相当する模擬信号を与えたとき、炉周期が１１秒～１０秒の間でリバ

ース作動すること。 

③ 誤差出力大±１０％以上 

リバース作動条件に相当する模擬信号を与えたとき、誤差出力が＋９％～＋１０％及び－

９％～－１０％の間でリバース作動すること。 

④ 自動制御運転中微調整棒下限 

リバース作動条件に相当する模擬信号を与えたとき、自動制御運転にした微調整棒が下限

位置でリバース作動すること。 

⑤ 手動リバース 

手動リバースボタンを押したとき、リバース作動すること。 
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４．検査結果 

検査結果は、「検査記録」による。 

 

５．判定 
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検査項目：：作動検査（リバース検査） 

検査記録 
施設区分 計測制御系統施設 検査年月日 令和  年  月  日 

検査対象機器 

反応度制御盤 

（リバース回路） 
検査実施者 

 

検査責任者 

 

１．記録 

別紙のリバース検査記録のとおり。 

 

２．判定基準 

作動条件を与えたときに、確実に作動すること。 

備 考 
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別紙 
 

リ バ ー ス 検 査 記 録 
 

 

 
項  目 作 動 条 件 判 定 基 準 結 果 

 

安全系中性子束高

１０７％以上 

低設定 

原子炉出力２００ｋＷの

１０７％（２１４ｋＷ） 

Ａ系 

リバース作動条件に相当

する模擬信号を与えたと

き、安全系中性子束が 

２１０ｋＷ～２１４ｋＷ

の間でリバース作動する

こと。 

 

 

 

Ｂ系  

高設定 

原子炉出力２０ＭＷの 

１０７％（２１.４ＭＷ） 

Ａ系 

リバース作動条件に相当

する模擬信号を与えたと

き、安全系中性子束が 

２１.０ＭＷ～２１.４ＭＷ

の間でリバース作動する

こと。 

 

 

 

Ｂ系  

対数出力炉周期系

１０秒より短 
１０秒 

Ａ系 

リバース作動条件に相当

する模擬信号を与えたと

き、炉周期が１１秒～ 

１０秒の間でリバース作

動すること。 

 

Ｂ系  

誤差出力大 

±１０％ 
±１０％ 

Ａ系 

リバース作動条件に相当

する模擬信号を与えたと

き、誤差出力が＋９％～＋

１０％及び－９％～－１

０％の間でリバース作動

すること。 

 

Ｂ系  

自動制御運転中 

微調整棒下限 

自動制御運転中 

下限位置 

リバース作動条件に相当

する模擬信号を与えたと

き、自動制御運転にした微

調整棒が下限位置でリバ

ース作動すること。 

 

 

手動リバース 
 

手動リバースボタンを押

したとき、 

リバース作動すること。 

 

 作動値がある場合は、作動値を結果欄に記入すること。 
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別紙－６８ 

検査項目：作動検査（最大速度駆動検査） 

検査前条件確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査前条件確認者 

 

 

 
最大速度駆動検査（Ａ系） 

No. 確 認 内 容 確認 確認日 備 考 

１ 

制御棒を励磁し駆動するため

に必要な点検が終了している

こと。 

 
   .  .   

    :      

点検記録を

確認する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終

了していること。 

    .  .   

    :      

点検記録を

確認する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検

校正が終了していること。 

・線形出力計テスト信号発生器 

 
   .  .   

    :      

校正記録を

確認する。 

４ 
反応度制御盤の点検が終了し

ていること。 

    .  .   

    :      

点検記録を

確認する。 

５ 
スクラム特性試験回路盤の点

検が終了していること。 

    .  .   

    :      

点検記録を

確認する。 

６ 

１次冷却材流量が定格流量（約

2400m3/h）であること。 

・１次冷却材流量（FI215A） 

・１次冷却材流量（FI215B） 

 

 

（    ） 

（    ） 

   .  .   

    :      

校正記録を

確認する。 



 

 

113 

別紙－６９ 

検査項目：作動検査（最大速度駆動検査） 

検査手順確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査手順確認者 

 

 

 

最大速度駆動検査（Ａ系） 

No. 手   順 

確認 

Ａ系 

（Ｒ－１） 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「試験」位置とする。  

２ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

３ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

４ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

５ 
線形出力計レンジＡ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレンジを

選択する。 

 

６ 線形出力計線形増幅器Ａ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

７ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ａ系」に切り替え、１００Ｗを入

力する。 
 

８ Ｒ－１制御棒を選択する。  

９ 
反応度制御盤のテストボタンを押した後、制御棒の引抜き速度が最大とな

るように模擬信号を加える。 

 

１０ 
Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にし、下限位置から上限位置まで引抜き

駆動する。 

 

１１ スクラム特性試験回路盤にて計測した引抜き駆動速度を読み取る。 
 

（  ） 

１２ Ｒ－１制御棒の挿入速度が最大となるように模擬信号を加える。  

１３ 
Ｒ－１制御棒を自動制御運転状態にし、上限位置から下限位置まで挿入駆

動する。 

 

１４ スクラム特性試験回路盤にて計測した挿入駆動速度を読み取る。 
 

（  ） 

１５ Ｒ－１制御棒選択を解除する。  
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No. 手   順 

確認 

Ａ系 

（Ｒ－１） 

１６ 線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ａ系」→「切」に切り替える  

１７ 線形出力計線形増幅器Ａ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１８ 線形出力計レンジＡ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

１９ 原子炉運転キースイッチを「試験」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ： 

検査終了時刻   ： 
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別紙－７０ 

検査項目：作動検査（最大速度駆動検査） 

検査前条件確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査前条件確認者 

 

 

 
最大速度駆動検査（Ｂ系） 

 

No. 確 認 内 容 確認 確認日 備 考 

１ 

制御棒を励磁し駆動するため

に必要な点検が終了している

こと。 

 
   .  .   

    :      

点検記録を

確認する。 

２ 
原子炉制御操作卓の点検が終

了していること。 

    .  .   

    :      

点検記録を

確認する。 

３ 

模擬信号を加える計器の点検

校正が終了していること。 

・線形出力計テスト信号発生器 

 
   .  .   

    :      

校正記録を

確認する。 

４ 
反応度制御盤の点検が終了し

ていること。 

    .  .   

    :      

点検記録を

確認する。 

５ 
スクラム特性試験回路盤の点

検が終了していること。 

    .  .   

    :      

点検記録を

確認する。 

６ 

１次冷却材流量が定格流量（約

2400m3/h）であること。 

・１次冷却材流量（FI215A） 

・１次冷却材流量（FI215B） 

 

 

（    ） 

（    ） 

   .  .   

    :      

校正記録を

確認する。 
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別紙－７１ 

検査項目：作動検査（最大速度駆動検査） 

検査手順確認シート 
 

検査年月日：令和  年  月  日 

検査場所 ：JRR-3原子炉施設    

 

検査手順確認者 

 

 

 

最大速度駆動検査（Ｂ系） 

No. 手   順 

確認 

Ｂ系 

（Ｒ－２） 

１ 原子炉運転キースイッチを「停止」→「試験」位置とする。  

２ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

３ 「励磁」ボタンを押し、「励磁」ランプ点灯により励磁を確認する。  

４ 原子炉制御操作卓の「ＲＥＳＥＴ」ボタンを押す。  

５ 
線形出力計レンジＢ系を「自動」→「手動」に切り替え、１２５Ｗレンジを

選択する。 

 

６ 線形出力計線形増幅器Ｂ系を「使用」→「テスト」に切り替える。  

７ 
線形出力計テスト信号発生器を「切」→「Ｂ系」に切り替え、１００Ｗを入

力する。 
 

８ Ｒ－２制御棒を選択する。  

９ 
反応度制御盤のテストボタンを押した後、制御棒の引抜き速度が最大とな

るように模擬信号を加える。 

 

１０ 
Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にし、下限位置から上限位置まで引抜き

駆動する。 

 

１１ スクラム特性試験回路盤にて計測した引抜き駆動速度を読み取る。 
 

（  ） 

１２ Ｒ－２制御棒の挿入速度が最大となるように模擬信号を加える。  

１３ 
Ｒ－２制御棒を自動制御運転状態にし、上限位置から下限位置まで挿入駆

動する。 

 

１４ スクラム特性試験回路盤にて計測した挿入駆動速度を読み取る。 
 

（  ） 

１５ Ｒ－２制御棒選択を解除する。  
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No. 手   順 

確認 

Ｂ系 

（Ｒ－２） 

１６ 線形出力計テスト信号発生器を０Ｗに戻し「Ｂ系」→「切」に切り替える。  

１７ 線形出力計線形増幅器Ｂ系を「テスト」→「使用」に切り替える。  

１８ 線形出力計レンジＢ系を「手動」→「自動」に切り替える。  

１９ 原子炉運転キースイッチを「試験」→「停止」位置とする。  

 

検査開始時刻   ： 

検査終了時刻   ： 
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別紙－７２ 

検査項目：作動検査（最大速度駆動検査） 

検査成績書 
 

検査年月日 令和  年  月  日 

検査場所 JRR-3原子炉施設 

検査実施者 
 

 検査責任者  

 
１．検査対象 

（１）施設区分  計測制御系統施設 

（２）系統設備  計装 

（３）対象機器  反応度制御盤（自動制御回路） 

① 最大速度駆動検査 

 

２．検査方法 

（１）検査前条件 

検査前条件確認シート（添付書類）により、検査が可能な状態であることを確認する。 

（２）検査手順 

検査手順確認シート（添付書類）により、検査を実施する。 

 

３．判定基準 

① 最大速度駆動検査 

制御棒が通常挿入、引抜き最大速度（３０ｃｍ／ｍｉｎ）以下で駆動することを確認す

る。 

 

４．検査結果 

検査結果は、「検査記録」による。 

 

５．判定 
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検査項目：作動検査（最大速度駆動検査） 

検査記録 
施設区分 計測制御系統施設 検査年月日 令和  年  月  日 

検査対象機器 

反応度制御盤 

自動制御回路Ａ系、Ｂ系 
検査実施者 

 

検査責任者 

 

１．記録 

検査対象 

引 抜 き 時 挿 入 時 

駆動距離 
（ｍｍ） 

駆動時間 
(ｓｅｃ) 

駆動速度 
(cm/min) 

駆動距離 
（ｍｍ） 

駆動時間 
(ｓｅｃ) 

駆動速度 
(cm/min) 

Ａ系 
（Ｒ－１） 

      

Ｂ系 
（Ｒ－２） 

      

 

２．判定基準 

制御棒が通常挿入、引抜き最大速度（３０ｃｍ／ｍｉｎ）以下で駆動すること。 

 

３．判定 

備 考 
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